
備考
（対象部局・出願条件等）

期間給付
貸与

月額（年額等）団体名（奨学金名）
募集
人数

対象種別
・学年*1

大学推薦

行事参加等奨
学生義務

日本学生
支援機構
との併用

学内選考
の有無*2 推薦数 採用数

※団体締切期順に掲載。

団体締切：

※平成24年度に募集があった奨学金の内容です。平成25年度に内容が変更されたり、募集がなかったりする場合もありますので、注意してください。

その他奨
学金との
併用

4月上旬
学部3年以
上・大学院
生

2名京都平安ライオンズク
ラブ

給 1年間 ･東日本大震災罹災者対象。学部生は27
歳未満、大学院生は40歳未満

50,000円 ･例会(奨学金交付)
･[年度末提出]学習・研
究活動報告書

不可有 2名 2名 不可

4月中旬
学部3・4年 1名京信榊田喜三記念育英

会
給 1年間 ･学業・人物ともにトップレベルにある

優秀な者
年額500,000円 有 2名（1

名追
加）

2名

4月下旬
博士後期1･
2年

3名(継続
含む)

伊藤忠兵衛基金 給 1年間年額500,000円 ･(8月)懇親会
･[年度末提出]研究成果
報告書

可有 3名(継
続1名含
む）

3名(継続1
名含む）

可

学部3年・
修士1年

1名上田記念財団 給 最短修
業年限

･工、工学
･土木系建築系分野を専攻する者

30,000円 可有 1名 1名 可

学部3年 1名楠肇奨学基金 給 最短修
業年限

･過去にこの基金より奨学金支給を受け
たことがない者。経済学部学生優先

30,000円 可有 1名 1名 可

修士1年 1名 給 最短修
業年限

･過去にこの基金より奨学金支給を受け
たことがない者。経済学研究科学生優
先

30,000円 可有 1名 0 可

学部生・大
学院生

5名(継続
含む)

ゴールドマン・サック
ス・スカラーズ・ファ
ンド（東日本大震災被
災者特別援助奨学金）

給 1年間 ･東日本大震災被災学生年額500,000円 ･奨学生行事可有 5名（継
続3名含
む）

5名（継続
3名含む）

不可

学部2年以
上

10名ゴールドマン・サック
ス・スカラーズ・ファ
ンド

給 1年間年額500,000円 ･奨学生行事可有 10名 10名 不可

学部2年 2名竹中育英会 給 最短修
業年限

･22歳以下。世帯の税込年収800万円未
満の者。成績評点が85以上の者

80,000円 ･歓送迎会、交流会
･[年度末提出]成績証明
書、卒業時に研究成果
報告書

可有 2名 2名 可(卒業後の
就職義務等の
制約のある学
資金の給付を
受けている者
は不可)

学部2年 3名中信育英会 給 最短修
業年限

･学年の標準修得単位数を満たしてお
り、かつ成績を上中下の3段階に分け
て、中以上の成績を修めている者

20,000円 ･合格証授与式及び奨学
生交流会

可有 3名 3名 可

修士1年 3名同盟育成会(古野奨学
生)

給 最短修
業年限

･文学、教育学、法学、法科大学院、経
済学、人間・環境学、公共政策、経営
管理
･ジャーナリズムまたはマスメディアの
研究に従事している者。学部3、4年に
優あるいは優相当以上の評価が6割以上

50,000円 ･研修会、研究レポー
ト、奨学生アンケート
の提出

有 1名

学部2年 1名日本証券奨学財団 給 最短修
業年限

･22歳以下。社会科学系の法・経系専攻
者優先

(自宅)35,000円、
(自宅外)45,000円

･奨学生行事可有 1名 1名 不可

修士1年 1名 給 最短修
業年限

･法学、経済学、公共政策、経営管理
･25歳以下。社会科学系の法・経系専攻
者優先

(自宅)40,000円、
(自宅外)50,000円

･奨学生行事可有 1名 1名 不可

学部2年以
上

1名ベターホーム協会(ベ
ターホーム国内奨学
金)

給 最短修
業年限

･22歳未満。東日本大震災被災者、家
政・生活学系の学生優先（生活科学・
栄養学・食物学など）。在学中に交換
留学を希望しない者

50,000円 ･会員のつどい(年1
回)、現況レポートを提
出(年数回)

可有 1名 1名 給与型不可、
貸与型可

5月上旬
学部1年 全国で10

名
香雪美術館 給 最短修

業年限
･兵庫県内の高校の卒業者で、美術、工
芸、映像、デザイン、美学、美術史、
文化財保存などを専修する者

(自宅)40,000円、
(自宅外)50,000円

･成績証明書、生活状況
報告書

無 0 0

*1　学年が記載されていないない奨学金は学年制限がありません。なお、修士には特に言及がない場合は、専門職学位課程を含みます。
*2　学内選考がない奨学金は、原則京都大学における推薦基準以上のものを推薦候補者とします。 1



備考
（対象部局・出願条件等）

期間給付
貸与

月額（年額等）団体名（奨学金名）
募集
人数

対象種別
・学年*1

大学推薦

行事参加等奨
学生義務

日本学生
支援機構
との併用

学内選考
の有無*2 推薦数 採用数

※団体締切期順に掲載。

団体締切：

※平成24年度に募集があった奨学金の内容です。平成25年度に内容が変更されたり、募集がなかったりする場合もありますので、注意してください。

その他奨
学金との
併用

学部1年・
修士1年

京阪神地
域で8名

近藤育英会 給 最短修
業年限

･工、工学
･香川県の高校卒業者

30,000円 ･成績証明書、生活状況
報告書

不可無 0 0 不可

学部1～3年 3名中山報恩会 給:貸
〔1:2〕

最短修
業年限

･大学卒業者、他の大学・学部に3年以
上在籍した者は不可。3浪以上の者は不
可。

(自宅)36,000円、
(自宅外)42,000円

･講演・研修会・卒業祝
賀会、会誌への投稿

可有 3名 3名 不可(地方公
共団体奨学金
との併用可）

学部1年 3名二木育英会 給 最短修
業年限

･姫路市および西播地域出身者44,000円 ･座談会、会報への投稿
･[年度末提出]成績証明
書、生活状況報告書

有 3名 3名

学部1年 1名三木瀧蔵奨学財団 給 最短修
業年限

･兵庫県出身者。世帯主収入(税込)が
800万円以下

30,000円 ･奨学生認定セレモニー
･[年度末提出]成績証明
書、生活状況報告書

可有 1名 1名 不可

学部生 2名三宅正太郎育英会 給 最短修
業年限

･兵庫県出身者20,000円 ･奨学生行事
･[年度末提出]成績証明
書、生計費報告書

有 2名 2名

学部1年 2名山田育英会 給 最短修
業年限

15,000円 有 2名 2名

学部2年 1名山田育英財団 給 最短修
業年限

20,000円 有 1名 1名

学部3・4年 全国で13
名(学
部・大学
院生含

レントオール奨学財団 給 最短修
業年限

･工
･大阪府出身者。建設機械及びその関連
分野について専攻する者

30,000円 ･継続願、報告書、レ
ポート

有 0 0

大学院生 全国で13
名(学
部・大学
院生含

給 最短修
業年限

･工学、エネルギー科学、情報学、地球
環境
･大阪府出身者。建設機械及びその関連
分野について専攻する者

30,000円 ･継続願、報告書、レ
ポート

有 1名 1名

5月中旬
学部生 全国で80

名
石川県 貸 最短修

業年限
･石川県出身者44,000円 不可無 0 可

学部1年 1名樫山奨学財団 給 最短修
業年限

･医学部医学科及び薬学部薬学科以外の
学部・学科
･20歳以下。再入学者不可

36,000円 ･(7月)新入生歓迎オリ
エンテーション
･[年度末提出]成績証明
書、生活状況報告書

可有 1名 1名 (地方公共団
体)可、(民間
団体)不可

学部1年 全国で32
名

河内奨学財団 給 最短修
業年限

･薬40,000円 ･(11月)生活状況報告書
及び在学証明書
･[年度末提出](5月)成
績証明書

可無 6名 1名 不可

学部1年 1名小森記念財団 給 最短修
業年限

･高校の評定平均4.3以上30,000円 ･奨学金支給式
･[年度末提出]成績証明
書、生活状況報告書

可有 1名 1名 不可

学部生・大
学院生

全国で30
名

札幌市奨学生 給 1年間 ･本人か親が札幌市内に居住する者6,000円 無 2名 2名

学部生 3名(内追
加で1名)

春秋育英会 給:貸
〔1:1〕

最短修
業年限

･学部終了時の年齢が26歳以下の者(自宅)20,000円、
(自宅外)25,000円

･(4月)面談
･[年度末提出]最終年度
(3月)に感想文提出

有 3名（1
名追
加）

3名

学部3年 1名尚志社 給 最短修
業年限

･25歳未満。日本学生支援機構が定める
第一種奨学金の家計基準を上回らない
こと。成績が属する学部の上位10％以
内

(自宅)25,000円、
(自宅外)34,000円、
授業料実費支給

･受給期間を通じて最低
1回(原則として採用年
に)機関紙「尚志」に必
ず寄稿

可有 1名 0 不可

学部生 全国で67
名

富山県 貸 最短修
業年限

･富山県出身者(自宅)45,000円、
(自宅外)51,000円

不可無 0 0 給与型可、貸
与型不可

博士・博士
後期

全国で1
名

中部奨学会 給 最短修
業年限

50,000円 ･成績証明書可無 3名 0 可

学部2年以
上

1名阪和育英会 貸 最短修
業年限

･法、経済、総合人間50,000円 可有 0 0 可

*1　学年が記載されていないない奨学金は学年制限がありません。なお、修士には特に言及がない場合は、専門職学位課程を含みます。
*2　学内選考がない奨学金は、原則京都大学における推薦基準以上のものを推薦候補者とします。 2



備考
（対象部局・出願条件等）

期間給付
貸与

月額（年額等）団体名（奨学金名）
募集
人数

対象種別
・学年*1

大学推薦

行事参加等奨
学生義務

日本学生
支援機構
との併用

学内選考
の有無*2 推薦数 採用数

※団体締切期順に掲載。

団体締切：

※平成24年度に募集があった奨学金の内容です。平成25年度に内容が変更されたり、募集がなかったりする場合もありますので、注意してください。

その他奨
学金との
併用

学部1・2年 1年1名、
2年1名

フジシールパッケージ
ング教育振興財団

給 最短修
業年限

･工
･応用工学(プラスティック製品)、機械
工学、電気電子工学、高分子工学等を
学ぶ者

50,000円 ･研究会
･[年度末提出](5月)成
績証明書、在学証明
書、生活状況報告書

可有 2名 2名 給付型不可、
貸与型可

修士1年 1名 給 最短修
業年限

･工学、エネルギー科学、情報学
･応用工学（プラスティック製品）、機
械工学、電気電子工学、高分子工学等
を学ぶ者

60,000円 ･研究会、報告書・レ
ポート・制作物の提出
（年4回）
･[年度末提出](5月)成
績証明書、在学証明
書、生活状況報告書

可有 1名 0 給与型不可、
貸与型可

学部生・大
学院生

5名みずほ育英会 貸 最短修
業年限

･保護者の年収900万円以下学部生50,000円、大
学院生60,000円

･成績証明書、生活状況
報告書

可有 5名 5名 不可

学部2年以
上

5名(法も
しくは経
から2名
以上)

三菱UFJ信託奨学財団 給 最短修
業年限

･法、経済、理、工、農
･23歳以下。2年生優先

30,000円 ･奨学生行事
･[年度末提出]成績証明
書

可有 5名 5名 可

修士1年 2名(法も
しくは経
から1名
以上)

給 最短修
業年限

･法学、経済学、理学、工学、農学、人
間・環境学、エネルギー科学、情報
学、生命科学、地球環境、公共政策、
経営管理
･33歳以下。社会人入学者は申請不可

50,000円 ･奨学生行事
･[年度末提出]成績証明
書

可有 2名 2名 可

学部2年(た
だし、医学
部医学科お
よび薬学部
薬学科は4
年）

1名村尾育英会 給 最短修
業年限

･兵庫県出身者。学部2年(22歳以下)、
医学部医学科および薬学部薬学科は4年
(24歳以下)。世帯の給与所得800万円以
下、給与所得以外400万円以下。成績が
学部(学科)の上位1/3以内である者

30,000円 ･奨学生行事、会報への
原稿執筆、奨学金受領
毎に近況報告
･[年度末提出]成績証明
書

可有 1名 1名 可

学部1年 3名程度森下育英会 給 最短修
業年限

･大阪府出身者25,000円 ･成績証明書、生活状況
報告書

有 3名 3名

学部生・大
学院生

1名森下仁丹奨学会 給 最短修
業年限
※

･※医、薬学部生は、4年終了後再審
査。学部1年は高校の成績の評定平均
4.0以上

30,000円 ･成績証明書、生活状況
報告書

可有 1名 1名 給与型不可、
貸与型可

博士後期 2名森安大学院生奨学基金 給 最短修
業年限

･医学を除く研究科・学舎40,000円 可有 1名 0 不可

学部生 全国で若
干名

山口県ひとづくり財団 貸 最短修
業年限

･山口県出身者43,000円 不可無 0 0 不可

5月下旬
学部3年以
上

全国で13
名(学
部・大学
院生含

味の素奨学会 貸 最短修
業年限

･理、工、農
･化学をはじめとする理系全般の学科を
専攻する学業優秀、身体強健な者

(自宅)30,000円 、
(自宅外)35,000円

可有 0 0 可

大学院生 全国で13
名(学
部・大学
院生含

貸 最短修
業年限

･理学、工学、農学、生命科学
･化学をはじめとする理系全般の学科を
専攻する学業優秀、身体強健な者

(自宅)40,000円、
(自宅外)45,000円

可有 0 0 可

学部2年 対象大学
9校で15
名

井上育英会 貸 最短修
業年限

･3年以上も応募可(但し大学が優秀と認
める者)

(自宅)30,000円、
(自宅外)35,000円

･懇親会、一泊旅行、ス
キー等

可有 3名 3名 可

学部生 全国で
100名

茨城県 貸 最短修
業年限

･茨城県出身者(自宅)36,000円、
(自宅外)40,000円

不可無 0 0 可

学部2年 1名大林財団 給 最短修
業年限

･都市に関連ある分野の実業、実務又は
学術研究に将来従事しようとする者。
家計支持者の年収・所得が800万円以下

50,000円 ･採用決定通知授与式、
交流会
･[年度末提出]生活状況
報告書、在学証明書、
成績証明書


可有 1名 1名 不可(大学で
行う奨学金と
の併給は可)

*1　学年が記載されていないない奨学金は学年制限がありません。なお、修士には特に言及がない場合は、専門職学位課程を含みます。
*2　学内選考がない奨学金は、原則京都大学における推薦基準以上のものを推薦候補者とします。 3
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※平成24年度に募集があった奨学金の内容です。平成25年度に内容が変更されたり、募集がなかったりする場合もありますので、注意してください。

その他奨
学金との
併用

学部生・大
学院生

全国で10
名

大堀育英財団 貸 最短修
業年限

･福井県出身。学部2年以上、修士2年、
博士・博士後期は緊急時のみ申込可。

40,000円 ･(4月)在学証明書可無 1名 1名　 可

学部生 1名中村積善会 貸 最短修
業年限

･世帯収入が1250万円未満の者64,000円 ･懇談会、(10月)生活・
学業状況報告書
･[年度末提出]成績証明
書、在学証明書、奨学
生新年度報告書

不可有 0 0 給与型可、貸
与型不可

博士・博士
後期（一貫
制博士博士
課程は3年
以上）

1名 給 最短修
業年限

･一貫制博士課程は3年対象40,000円 ･(10月)生活・学業状況
報告書
･[年度末提出]成績証明
書、在学証明書、奨学
生新年度報告書

可有 1名 1名 可

学部3年以
上

3名日揮・実吉奨学会 給 1年間 ･理、工、農
･30歳未満

年額300,000円 ･(10～12月)面談可有 3名 3名 可

大学院生 4名 給 1年間 ･理学、工学、農学、エネルギー科学、
情報学、生命科学、地球環境学舎
･30歳未満

年額300,000円 ･(10～12月)面談可有 4名 4名 可

学部1年 全国で2
名

日工記念事業団 給 最短修
業年限

･兵庫県出身者30,000円 ･成績証明書、就学状況
報告書

無 3名 0

学部生 2名日鉄鉱業奨学会 貸 最短修
業年限

15,000円又は30,000
円

･成績証明書有 2名 2名

学部1年 1名日本国際教育支援協会
(双日復興支援教育基
金)

給 最短修
業年限

･東日本大震災被災者70,000円 ･(3月)学習状況、(4月)
成績証明書

可有 1名 1名 給与型不可、
貸与型可

学部生・修
士

全国で
500名(継
続む)

日本国際教育支援協会
(三菱商事復興支援財
団)

給 1年間 ･東日本大震災被災者100,000円 ･学習状況・進路予定報
告書、成績証明書

可無 6名（継
続1名含
む）

6名（継続
1名含む）

給与型不可、
貸与型可

学部生 全国で20
名程度

東大阪市 貸 最短修
業年限

･東大阪市出身者。総所得から控除額を
引いた額が500万円以下

14,000円 無 0 0

学部生 1名フジクラ育英会 貸 最短修
業年限

30,000円 有 1名 1名

学部生・大
学院生

2名法華倶楽部四恩育英会 貸 最短修
業年限

24,000円 ･成績証明書、生活状況
報告書

有 2名 2名

6月上旬
学部生 全国で若

干名
岐阜県 貸 最短修

業年限
･岐阜県出身者(日本学生支援機構

奨学金との併用
者)16,000円、
32,000円、

可無 4名 3名 可(岐阜県子
育て支援奨学
金、母子及び
寡婦福祉法に
よる修学資金
との併用不
可)

6月下旬
学部2年 1名川村育英会 給 最短修

業年限
20,000円 ･(6月)成績証明書、在

学証明書、生計を一に
する者の所得証明書等
(直近のもの)

可有 1名 1名 可

修士1年(専
門職除く)

1名 給 最短修
業年限

50,000円 ･(6月)成績証明書、在
学証明書、生計を一に
する者の所得証明書等
(直近のもの)

可有 1名 0 可

学部生 全国で90
名

新潟県 貸 最短修
業年限

･新潟県出身者。1年は高校の平均値3.5
以上、2年以上は良が全履修科目数の
50%以上

41,000円 一種不
可、二種

無 0 0 可

*1　学年が記載されていないない奨学金は学年制限がありません。なお、修士には特に言及がない場合は、専門職学位課程を含みます。
*2　学内選考がない奨学金は、原則京都大学における推薦基準以上のものを推薦候補者とします。 4



備考
（対象部局・出願条件等）

期間給付
貸与

月額（年額等）団体名（奨学金名）
募集
人数

対象種別
・学年*1

大学推薦

行事参加等奨
学生義務

日本学生
支援機構
との併用

学内選考
の有無*2 推薦数 採用数

※団体締切期順に掲載。

団体締切：

※平成24年度に募集があった奨学金の内容です。平成25年度に内容が変更されたり、募集がなかったりする場合もありますので、注意してください。

その他奨
学金との
併用

学部生 全国で26
名程度

八戸市 貸 最短修
業年限

･八戸市出身者。評定平均3.0以上、高
校予約採用は3.5以上

40,000円 可無 0 0 可(八戸市で
実施している
他の奨学金と
の併用不可）

学部生 全国で
120名程
度

福島県 貸 最短修
業年限

･福島県出身者35,000円 不可無 0 0 給与型可、貸
与型不可

学部1年 大阪府内
で25名

船井奨学会 給 最短修
業年限

･大阪府在住者30,000円 有 3名 3名

学部1年 2名程度ほくと育英会 給 最短修
業年限

･京都北部（宮津市、旧京北町、福知山
市、舞鶴市、綾部市、亀岡市、京丹後
市、南丹市、船井郡及び与謝郡）出身
者で、同地区の高校の卒業生

15,000円 ･成績証明書有 1名 1名

7月上旬
大学院生 理・工5

名、医・
薬4名

岩垂奨学会 給 1年間 ･理学、医学、薬学、工学
･日本国籍を有する者（在留資格を有す
る者は対象外）。世帯の総収入が900万
円以下。専門科目の優、良、可の割合
は優の割合が70％以上であること。過
去に同奨学会の給付を受けた者は出願
不可

年額420,000円 ･(11月)懇談会、(年2
回)礼状の提出
･[年度末提出]研究成果
報告書、生活状況報告
書

可有 16名 16名 可

大学院生 全国で若
干名

福井県 貸 最短修
業年限

･福井県出身者。新入生優先。収入基準
額：修士374万円、博士425万円

修士84,000円、博士
1年117,000円

不可無 0 0 不可

8月下旬
大学院に1
年以上在籍
する女子学
生


全国で1
名

大学女性協会(安井医
学奨学生)

給 1年間 ･医学、薬学
･女子学生。過去に大学女性協会（旧大
学婦人協会）の奨学金を支給されてな
い者

年額300,000円 ･国内奨学金贈呈式
･[年度末提出]研究成果
報告書

可有 1名 0 可

大学院に1
年以上在籍
する女子学
生

1名大学女性協会(一般奨
学生)

給 1年間 ･女子学生。過去に大学女性協会（旧大
学婦人協会）の奨学金を支給されてな
い者

年額200,000円 ･国内奨学金贈呈式
･[年度末提出]研究成果
報告書

可有 1名 0 可

学部・大学
院に1年以
上在籍する
女子学生

1名大学女性協会(社会福
祉奨学生)

給 1年間 ･女子学生。身体に障害がある者。過去
に大学女性協会（旧大学婦人協会）の
奨学金を支給されてない者

学部生年額100,000
円、大学院生年額
200,000円

･国内奨学金贈呈式
･[年度末提出]研究成果
報告書

可有 可

9月上旬
学部生・大
学院生

2名服部国際奨学財団 給 2年間 ･岩手県、宮城県、福島県出身者(東日
本大震災被災者優先）。学部生30歳未
満、大学院生(修士)35歳未満、(博
士)40歳未満

100,000円 ･研修会・交流会(年1～
2回)

･[年度末提出]成績証明
書、生活状況報告書

可(月額
100，000
円以上は
不可)

有 1名 1名 可(月額100，
000円以上の
給与・貸与奨
学金は併用不
可)

10月中旬
学部生 全国で若

干名
福島県 貸 最短修

業年限
･福島県出身者35,000円 不可無 0 0 給与型可、貸

与型不可

11月中旬
学部生 全国で若

干名
岐阜県 貸 最短修

業年限
･岐阜県出身者(日本学生支援機構

奨学金との併用
者)16,000円、
32,000円、

可無 4名 3名 可(岐阜県子
育て支援奨学
金、母子及び
寡婦福祉法に
よる修学資金
との併用不
可)

学部生 全国で20
名

富山県 貸 最短修
業年限

･富山県出身者(自宅)45,000円、
(自宅外)51,000円

不可無 0 0 給与型可、貸
与型不可

*1　学年が記載されていないない奨学金は学年制限がありません。なお、修士には特に言及がない場合は、専門職学位課程を含みます。
*2　学内選考がない奨学金は、原則京都大学における推薦基準以上のものを推薦候補者とします。 5



備考
（対象部局・出願条件等）

期間給付
貸与

月額（年額等）団体名（奨学金名）
募集
人数

対象種別
・学年*1

大学推薦

行事参加等奨
学生義務

日本学生
支援機構
との併用

学内選考
の有無*2 推薦数 採用数

※団体締切期順に掲載。

団体締切：

※平成24年度に募集があった奨学金の内容です。平成25年度に内容が変更されたり、募集がなかったりする場合もありますので、注意してください。

その他奨
学金との
併用

学部3・4年
及び修士

2名日鉄鉱業奨学会 給 最短修
業年限

･工、工学
･鉱物資源の探鉱、地学及び物理探査に
関する学部並びに大学院専攻者または
機械、電気、土木及び化学に関する学
部並びに大学院専攻者。日鉄鉱業奨学
会の貸与奨学生は併用不可

25,000円 ･成績証明書、研究成果
レポート、次年度の研
究予定

可有 2名 2名 給付型不可、
貸与型可

11月下旬
大学院に在
籍する女子
学生
(予約申請)

1名国際ソロプチミストア
メリカ日本中央リジョ
ン

給 一時金 ･女子学生一時金1,200,000円 ･現況報告不可有 1名 不可

3月上旬
学部生・大
学院生
(予約申請)

2名服部国際奨学財団 給 2年間 ･東日本大震災被災者優先。学部生30歳
未満、大学院生(修士)35歳未満、(博
士)40歳未満

100,000円 ･研修会・交流会(年1～
2回)

･[年度末提出]成績証明
書、生活状況報告書

可(月額
100，000
円以上は
不可)

有 2名 可(月額100，
000円以上の
給与・貸与奨
学金は併用不
可)

*1　学年が記載されていないない奨学金は学年制限がありません。なお、修士には特に言及がない場合は、専門職学位課程を含みます。
*2　学内選考がない奨学金は、原則京都大学における推薦基準以上のものを推薦候補者とします。 6


